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〈対 他〉      〈対 自〉
図1,自己像の7類型
(亀谷 1981より)
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2.調査I(20答法による自己像類型)
方法 :調査対象者は,鳥取大学教育学部 1年生で,男30人(平均年令 19.0才,SD=o.71),女26人
(平均年令 189才,SD=o.47)である。調査は1983年に行なわれ,集団的に実施した。中川や亀
谷にならって,まずRosenbergの自己評価テス トに回答させる。表 2にテス ト項目と選択肢をかかげ
ておくξl採点方法については,亀谷 (1981)にくわしい (p.25)。
表2 Rosenbergの自己評価テスト (亀谷純雄氏からの提供による)
aだいたい私は自分に満足している。 1.大いに満足し 2.満足している 3.あまり満足し 4.少しも満足じ
ている                 ていない  ていない
b時々 私は駄目な人間だと思う   1.つよくそう思 2.そう思う   3.あまり思わな 4.少しも思わな
つ                          い い
c私には長所がたくさんあると思う。 1.大いにそう思 2。そう思う   3,あまり思わな 4.少しも思わな
つ                          い し】
d私はぶつうの人と同じくらいの力 1.大いにそう思 2.そう思う   3.あまり思わな 4.少しも思わな
量はもっていると思う。       う                 ぃ     ぃ
e私はじつは使いみちのない人間だ 1.よくそう思う 2.そう思う   3.あまり思わな 4,少しも思わな
と思うことがある                          い       い
f私はこれだけは誇りにしていいと 1.つよくそう思 2,そう思う   3.あまり思わな 4.少しも思わな
思うものをあまりもっていない。   う                い     い
g私は少なくとも他の人たちと同じ 1.もろろんそう 2.そう思う   3.あまり思わな 4.少しも思わな
ように生きる価値はあると思う。   思う                い     い
h私はもっと自分自身を尊重する気 1.そう思う   2.そう思うこと 3,それほどには 4.そうは思わな
持になれないものだろうかと思う。            もある      思わない     い
i結局のところ私は人生の落後者だ 1.つよくそうな 2.そうなる   3。そうならない 4.少しもそうな
と思いたくなる。          る                        らない
,私はいつも自分自身を積極的に生 1.大いに生かし 2.生かしている 3.あまり生かし 4.少しも生かし

































































己像典型 (たとえば宅∴ 手 など)とも,また青年期特有の不安定さを示す+の類型とも異なっ
ており,本研究の対象集団に顕著な特徴である。亀谷 (1981)が指摘するように,内外連関のズレ
という現象に自己像の再編成過程を予想することができるとすれば,本研究の対象集団は未来への




























































13.時として頼 りがいのある人達  12.疲れ果てている。
14.一見バラバラな集まり     13.時間に追われている。
15,ワンパターンな考えしかもって 14.年をとっている。
いない人達           15.白髪になっている。
16.気のあった仲間        16.体力がおとろえている。
17.やさしい仲間         17.気力がなくなっている。
18.陽気な仲間          18.地味になってゆく。
19.楽しい仲間          19.酒好きになっている。
20.結局,最高の仲間       20.でもなんとなく生きている。
私の仲間とは? 未来の私とは?
1.何よりも他人の目を気にする小 1.私を常に啓発してくれる先輩方 1.必ずしも定職についているとは
心な人間            2.共に学び,行動する気概をもつ  限らない
2.ひどく気分屋          「ファィター」         2.よほどのことがない限り,結婚
3.極力積極的たらんと努める青年 3.輝くような個性で私の目をさま  しないはず
4.常に自由を望みつつも秩序への  させてくれる人         3.過去,現在同様,多大の問題を
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7 教師になりたいと思っている  7.めったに話すことはない    7.人とあまり交流がない
8.つまらない人間        8.時にうっとおしい       8.まずしいくらしをしている
9 わがままな人間        9,私の小ささを教えてくれる   9.結婚はしていない
10,自己中心的な人間       10。あまり心配をさせたくない人たち 10.仕事をしてもたいまんである
11.無責任な人間         11.つきあうのが悪いような人たち H 小さな部屋に住んでいる
12.いつもぼ一っとしている    12.優しいと思う         12.いつも暗い顔をしている
13.不器用            13.個性的            13.ねてばかりいるたいまんな生活
14.感動することがめったにない  14.かけがえのないもの       をしている
15.集中力がない         15.失いたくないもの       14.病院に入っている可能性が高い
16,何をするのも無気力      16。一生けん命生きていると思う  15.ぼ―っとしてすごしている
17.めんどうくさがり       17.全面的に信頼している     16.金がたまらない生活をしている
18 人と話をするのが苦手     18.かわっている         17.全く若さのない存在
19,大ぜいのいるところは苦手   19.根が明るい          18.いつもイライラしている





〈内連関〉                  〈外連関〉
1 2 3 4 5 6 7 x計
男子学生※
女子学生
0  4  0  5 12 0  0  8
0  5  0  1 14 2  2  2
計 0  9  0  6 26 2  2 10
※無回答 1
〈関与〉 〈無脱関与〉
5  5  5  5  5  5  5  x
5  5  5  5  5  5  5  5
4  5  5  5  5  5  5  5  x  x
5  5  5  5  5  5  5  5  5  5




1 2 3 4 5 6 7 x計
男子学生
女子学生
0  1  1  6 13 1  0  8
0  1  0  3 13 3  1  5
























































































































































人数 平均年令  SD 範 囲
30     19.o    o。71  18--21
26     18.9     0.47  18--20
38     49.2     3.05  42--60
41     46.3    3.31  40--53
























































17(57%)  5(17%)  8(27%)
17(65%)  6(23%)  3(12%)
29(76%)  7(18%)  2 (5%)





人 数 平 均 SD
17   2.1  1.37
17   2.8  1.46
29   9.2  6.43
31   8.8  6.82
人 数 平 均 SD 範 囲
30    71,0   9,43   45--90
26    70.8   10.06   50--90
38    73.2   7.74   60--95





















2 (1%)  38(18%) 153(74%
42(23%) 134(74%
36(13%)  78(29%) 153(57%





















父親 :χ2=25。83i df=8,p<0.01,男子学生と母親 :χ2=60.27,df=8,p<0.001,女子学生と父
親 :χ2=43.05,df=8,p<0.001,女子学生と母親 :χ2=17.22,df=8,p<0.05,父親と母親 :
χ2=51.66, df=8, p<0.001)。
表11.小環境と個人の行動の下位分類
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4.考察
本研究を2つの視点から考察してみたいと思う。第一に,20答法 (TST)および自己評価テスト
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Abstract
ln study(I),by using TST(Twenty Statements Test)and Rosenberg's self esteem test,
several types Of self―image o  Japanese educational coHege students were analyzed.Type(争
、vas 37功
`. Type(5)(cf. Fig. 1)is the attitude which is open to others,but nOt participates tohimsdfo SO,type(■るthe One whichるnOt changed h he mture.As far as Rosenberg's test,
Japanese students are most often distributed at point 3 and 4(cf. Fig.2).It is different frOm
Arnerican young people of Rosenberg's result,and Japanese first―class businessmen(cf.Fig 3,
4,5),but is the same as Japanese elementary school teachers(cf.Fig.6).
In study (II), by using the journey of life method which makes subjects report seven
irnportant events from birth to death(cf.Fig.8),the differences of the structure of personality
were analyzed.The results were:in the case of rnale students,there are many eventsin the field
of labour,education and inner life,in the case of female students,education and children,in the
case of fathers,labour and children,in the case Of mothers,children.
Finany,the model of the structure of personality frOrn the aspect of events was suggested(cf.
Fig。9,10).
(昭和 59年4月30日受理)

